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76．平面波の反射・屈折・回折 

参考 
入射波と反射波の干渉による節線の描き方とその間隔の求め方 
節線の描き方 

任意の入射波の波面と反射波の波面の干渉を経時的に見ていけばよい。 

波の速さを v，波長をl，振動周期をTとする。 

時刻 0=t のとき 

ある入射波の波面（谷）とある反射波の波面（山）が干渉しできた節を節 1 とする。 

 
 

 

 

節 1 

入射波の射線 

α 

ある反射波の時刻 0=t の山の波面 

ある入射波の時刻 0=t の谷の波面 

反射波の射線 



木村の物理Ⅰ・Ⅱ重要問題集別冊解答編補充         http://toitemita.sakura.ne.jp 

2 
 

 時刻 Tt = のとき 

時刻 Tt = になると，それぞれの波面の変位が射線方向にl移動し，節 2 ができる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節 2 節 1 

l  l  

ある反射波の時刻 Tt = の山の波面 ある入射波の時刻 Tt = の谷の波面 

α 

節線 
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同様にして，任意の山の波面と谷の波面が移動し，生成する節を結ぶと， 

次のような節線が出来上がる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L  

節線 
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節線の間隔 Lの求め方 

下図より， la =cos2L  
a

l
cos2

=\L  

これと， vT=l より，
acos2

vTL =  
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